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糖尿病

ピクノジェノール® は、炭水化物の吸収を遅
らせることで、血糖を大幅に低下させます
炭水化物が血液にゆっくりと、長時間にわたって血糖値

が長く安定し、食後の血糖上昇も抑えられます。血糖値

が安定すると、食欲も抑える効果もあり、食後に起こり得

る食欲も抑えられます。 結果として、病的な血糖上昇が

回避され、高血圧や凝固性亢進の要因である血管内皮

への損傷を防ぎます。

炭水化物の最大消費量は、デンプン含有食品に由来しま

す。 デンプンは、数百万のグルコース部分の結合からなる

巨大分子です。 デンプンの消化は主に小腸に分泌される

消化酵素であるα-グルコシダーゼやα-アミラーゼの働き

によって行われます。これらの酵素がデンプンをグルコー

スに分解し、その後血管へ吸収されます。デンプンからグ

ルコースが遊離になるために小腸で必要とされる時間は、

食事と一緒に消費される他の食べ物の影響を受けます。 

特に植物由来フラボノイド類は、デンプン質食品からのグ

ルコース放出を停止させます。  

メタボリックシンドロームと糖尿病におけるピクノジェノール®

炭水化物を毎日のように多く摂取し、適切な運動をしなければ、体重が徐々に増加して、空腹時血糖値とインスリン抵抗性

も次第に上昇して、放置すると、メタボリックシンドロームそして最終的にはII型糖尿病になります。 体重増加を除き、致命的

となる病気の進行は通常気づかれません。     

メタボリックシンドロームも糖尿病も、特に適切に治療されなかった場合、腎臓、眼、そして心血管機能に影響を及ぼす健康リ

スクの発症につながります。 メタボリックシンドロームや糖尿病は食事状態を表しており、適切な食事療法は、発症者の健

康状態を大幅に改善します。 臨床研究では、ピクノジェノール®の摂取により、メタボリックシンドロームや糖尿病を患ってい

る人の健康を大幅に改善することが証明されています。 糖尿病において、ピクノジェノール®は、命にかかわる病気の原因

に対処します。 先ずは血糖値、特に炭水化物の多い食事をした後の食後血糖値の急な増加を有意に抑制します。同様に

重要なこととして、ピクノジェノール®は、高血圧の低下に働きかけ、身体の細い毛細血管まで血流を改善して、炎症を抑制し

て、心血管の健康を大幅に改善します。[Gulati, 2015]        

糖尿病のためのピクノジェノール®
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糖尿病

ピクノジェノール®は、医薬品のグルコシダー
ゼ阻害剤アカルボースよりも強力に α-グル
コシダーゼ酵素を阻害します
血流に吸収されるためにデンプン性炭水化物は、単量

体グルコースへの酵素切断を必要とします。 切断は、小

腸内の特定の酵素、主にα-グルコシダーゼで行われま

す。理想的な状態では、急速に起こり、一般的には15分

だけしか必要としません。 食事にたんぱく質や脂肪が

含まれていると、デンプンの切断とグルコースの吸収に

は時間がかかります。 フラボノイド類は、自然とタンパ

ク質に物理的な親和性を示し、結合することがあります。

同じく、α-グルコシダーゼなどの酵素にも結合し、デンプ

ンからグルコースへの切断を阻止します。 ピクノジェノー

ル®は、α-グルコシダーゼに対する結合親和性が特に

高く、結果的に炭水化物の吸収が強力に抑制されます

[Schäfer & Högger, 2007]。 即座な効果としては、血糖

値は急速に上昇することはなく、代わりに食後に糖質が

長い時間吸収され、それによって、病的なグルコースの急

激な上昇を防止します。

α-グルコシダーゼ阻害の分析結果によると、医薬品であ

るアカルボースと比較するとピクノジェノール®は200倍強

力であり、緑茶抽出物またはカテキンよりもはるかに効果

的であることを示唆しています。   

デンプンは、膨大な数のグルコース分子の結合からなる巨大分子を示しています。 消化酵素（グルコシダーゼ）は、デンプン
をすばやく遊離グルコースに変え、小腸の血液にすぐさま吸収されます。

α-グルコシダーゼは、
デンプンを迅速にグル
コースに変え、その後
急速に血液に吸収され
ます 

ピクノジェノール®は、α-
グルコシダーゼ酵素に結
合し、デンプンからグルコ
ースへの変換に効果的
に干渉します。結果とし
てグルコースの血中への
取り込みを遅らせます。

大量のグルコースは素早く小腸に到達し、血糖の急
激な上昇をもたらし、その後再び血糖が減少します

ピクノジェノール®を摂取すると、小腸に到達したグルコ
ースが長期間に渡って血管に吸収されます。

これは、グルコースの急激な上昇を防止し、食欲回復ま
での時間を延ばします 
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α-グルコシダーゼ阻害による血糖値の低下に対するピ

クノジェノール®の効能は、ピクノジェノール®に存在する

特殊なフラボノイドの大型プロシアニジン種に起因する

ことが示されています。 

本質的にすべてのフラボノイド種は、α-グルコシダーゼ

に対していくらかの阻害活性を示しますが、ピクノジェノー

ル®に限定される特に大きなプロシアジニンは、グルコシ

ダーゼ阻害効力より桁違いに大きいのです。

血糖管理におけるピクノジェノール®

ピクノジェノール®は、血糖値が高目な人、メタボリックシ

ンドロームおよび糖尿病の患者を同様に、健康的な血

糖値を取り戻すことに役に立ちます。薬物療法を必要と

しない、30人のII型糖尿病患者の研究では、ピクノジェノ

ール®が、空腹時および食後のグルコースレベルを用量

依存的かつ著しく低下させることが示されました[Liu & 

Zhou et al., 2004]。 

被験者は、1日につき50、100および200mgのピクノジェノ

ール®を3週間投与しました。 毎日50mgのピクノジェノー

ル®の摂取では、3週間後に顕著な減少が明らかになっ

ています。 用量漸増した100mgのピクノジェノール®およ

び200mgのピクノジェノール®の場合、空腹時および食後

それぞれのグルコース低下が著しく大きかったことを示し

ました。 また、長期間の血糖値を示す平均的HbA
1c
レベ

ルは、試験開始時8.0から7.4へと継続的に減少しました。 

糖尿病関連の研究では、ピクノジェノール®がインスリンレ

ベルに影響しないことがわかりました。 ピクノジェノール
®は、インスリン抵抗性を示す細胞による血糖摂取を促

進すると思われます。 従って、ピクノジェノール®は、糖尿

病発症を防止するための栄養学的アプローチを提供す

ることができます

ピクノジェノール®は、メタボリックシンドローム
を改善します
研究では、ピクノジェノール®が、メタボリックシンドローム

の進行阻止に役立つことを示唆しています[Belcaro et 

al., 2013]。 5つの危険因子（中心性肥満、高血圧、中性

脂肪、高LDL、低HDLおよび高血圧）の症状があるメタ

ボリックシンドロームの137名の被験者が、食事アドバイ

ス、教育プログラムそして適度な運動プログラムなどの

健康的なライフスタイルについて助言を与え、71人の 被

験者にピクノジェノール®を追加しました。 全被験者を6

か月間調査しました。 この研究では、ピクノジェノール®

を3か月、6か月と毎日補充した後の食後のグルコースが

著しく改善したことが確認されました。

200mg

200mg

100mg

100mg

50mg

50mg

3 3 3 

13
mmol/l

12

11

10

9

8

7

230

210

190

170

150

130

mg/dL

-10.5%

-5.3%

-18.3%

-10%

-20.4%

-13.3%

130

120

110

100

90

プ
ラ
セ
ボ

ピ
ク
ノ
ジ
ェ
ノ
ー
ル

®

12
4.

3 
m

g/
dL

12
3.

2 
m

g/
dL

11
8.

3 
m

g/
dL

10
6.

4 
m

g/
dL

11
8.

3 
m

g/
dL

10
5.

3*
 m

g/
dL

ベースライン 6 か月3 か月

ピクノジェノール®は、糖尿病の血糖値を改善します
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さらに、被験者は、収縮性および弛緩性血圧の著しい

改善だけでなく、コレステロールおよび中性脂肪の著し

い減少も見られ、これは、6か月の研究終了後、統計学

的に有意なものでした。

薬物療法に加えて、ピクノジェノール®摂取で
は、血糖および心血管の危険因子をさらに
著しく減少させる：2つの研究例
メトホルミンやスルホニルウレアだけでなく、チアゾリジン

ジオンの抗糖尿病剤を投薬している48人の患者が、ピク

ノジェノール®またはプラセボのいずれかを追加で摂取し

ました[Zibadi et al., 2008]。治療薬に加えてプラセボを

摂取した対照群に比べ、ピクノジェノール®を併用した被

験者において空腹時血糖が著しく低かった。

糖尿病の治療薬の薬学的活性は、ピクノジェノール®の

天然効果とは異なりますので、ピクノジェノール®をさらに

補充すると、血糖をさらに良い方向へとコントロールでき

ます。 ピクノジェノール®の補充した被験者は、空腹時の

血糖値と同様にHbA
1c
の大幅な低下も示しました。

 

Zibadi （2008年）の臨床試験で被験者の平均HbA
1c
レ

ベルは、ピクノジェノール®併用群において1か月から2か

月で大幅に減少しましたが、プラセボ群においては有意

な改善はありませんでした。 

この研究では、ピクノジェノール®の大幅な血統低下効

果に加え、血管機能と血圧、腎機能およびLDLコレステ

ロールなどの一般的な糖尿病合併症に対しても改善効

果を確認しました。 特にピクノジェノール®群では、12週

間後、LDLコレステロールを平均106.4 mg/dLから93.7 

mg/dLへ低下させましたが、プラセボ治療群では、変化

が認められませんでした。

研究では、糖尿病治療薬との併用でピクノジ
ェノール®の摂取が血糖管理を著しく改善す
ることが明らかになっています
別の研究では、高血糖症の改善のために、糖尿病薬に

加えてピクノジェノール®を摂取した際の利点を確証して

います[Liu & Wei al., 2004]。 77人のII型糖尿病患者は、

メトホルミンやスルホニルウレアと標準的な薬物療法を

継続し、加えて100mgのピクノジェノール®またはプラセ

ボのいずれかを摂取しました。 従来の糖尿病治療を

適用したにもかかわらず、試験開始時の空腹時血糖値

は、平均216mg/dLと高かったのです。 2週間間隔で検

査された血糖は、プラセボを含む両群において血糖値

が低下しましたが、これは従来の治療コンプライアンス

よりもよいことを示唆しています。 さらに、ピクノジェノール
®の摂取は、治療薬のみに比べ、空腹時血糖値がさらに

著しく低下しました。補助療法として、ピクノジェノール®の

摂取が血糖コントロールおよび糖尿病合併症予防のた

めに有効であることが明確に示しています。
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ピクノジェノール®は、糖尿病合併症を改善し
ます 
長い間高血糖が適切に対処されていない場合、血管に

おいての合併症が徐々に進行する可能性があります。

 

糖尿病には、血糖値の上昇だけではなく、インスリン反応

の変化、体重の増加、LDLコレステロールと血圧の上昇

に伴う心臓血管病のリスクも高まります。 肥満、高血圧、

高コレステロール、血栓のリスクが高い状態およびインス

リン抵抗性増加は、糖尿病に関連する高い死亡率の原

因となっています。   持続性および急性の高血糖は、血

管機能に影響を及ぼし、血管の緊張を調整することに大

いに関与します。 特に血管内皮機能が低下すると、血管

緊張の調整、組織血液灌流および血液流動性が悪くな

り、血流を制御します。高血糖症およびインスリン抵抗性

がある場合では、血管を拡張する一酸化炭素（NO）の生

成が減少し、血管収縮、血圧上昇および血栓のリスクが

高まる状態の進行をもたらします。 糖尿病による内皮機

能が低下すると、血管収縮進行をもたらし、血管弛緩が

不可能になり、糖尿病合併症の発症における主要な原

因となっています。 これらの心血管関連合併症は、大

きい血管だけではなく、小さい毛細血管と共に組織への

血流障害の起因となり、最終的に眼や腎臓機能にも障

害の原因となります。

ピクノジェノール®は、糖尿病における大血管
性の合併症を改善します
高血圧、脂質異常症、酸化ストレス、インスリン抵抗性お

よび血栓形成促進性状態などの主な心血管リスク因子

は、糖尿病およびメタボリックシンドロームに関連します。

ピクノジェノール®は、これらすべての心血管健康パラメー

タを改善することが実証されています。 ピクノジェノール
®は、用量依存的に人間の血小板凝集を減少させ、そ

れに合わせて血栓予防に寄与すると説明されています

[Pütter et al., 1999; Belcaro  et al. 2004]。冠動脈患者

を対象となった二重盲検プラセボ対照クロスオーバー臨

床試験の結果、ピクノジェノール®の摂取により、血管機

能が大幅に改善し、血流（流量依存性血管拡張）も大幅

に改善したことが実証されました [Enseleit et al., 2012]。

ピクノジェノール® は、糖尿病における微小循
環性の合併症を緩和します 
糖尿病における血液の微小循環障害は、糖尿病合併症

の原因の1つです。 ピクノジェノール®では、内皮機能の回

復に働き、血管を拡張する一酸化炭素を増量し、酸素を

豊富に含んでいる血液の組織への血流が改善されま

す。 同様に、ピクノジェノール®は、臨床試験において糖

尿病合併症を大幅に緩和することが実証されています。

糖尿病性潰瘍
一般的に糖尿病患者は、小さな傷や創傷でさえも治りが

かなり遅く、あるいはまったく治らないことが多い。 これ

は、毛細血管の損傷により、血流が不十分になります。そ

のため、酸素および豊富な栄養素を含む動脈血が必要

な組織に行き届かないからです。ピクノジェノール®は、毛

細血管の弛緩を改善するので、血管が拡張し、酸素およ

び栄養素の供給を増加させ、そして創傷がしっかりと治

癒します[Belcaro et al., 2006; Cesarone et al., 2006]  

糖尿病性腎症
3つの臨床試験では、ピクノジェノール®の腎機能改善が

認められています。糖尿病および高血圧患者を対象に

した3つの臨床試験では、ピクノジェノール®の摂取後に

尿中アルブミンが大幅に減少し、腎臓機能の改善が確

認されました[Zibadi et al., 2008; Stuard et al., 2010;]。

0 2 4 6 8 10 12

0.0

-0.5

-1.0

-1.5

-2.0

mmol/l

0

-5

-10

-15

-20

-25

-30

-35

mg/dL

-2.8%

-7.6%

-12.4%

-14.9%
-16.2% -16.1% -16.1%

-7.3%

-9.6%
-10.3%

-9.2% -9.3%



7I Horphag Research-Geneva, Switzerland I Horphag Research Asia-Shanghai, China I Horphag Research, USA I www.pycnogenol.com I ©HORPHAG I

糖尿病

糖尿病性網膜症
最小毛細血管は最も壊れやすい血管であります。一度

損傷すると血流が減少し、栄養素が不足するため治り

にくく、最も大きな負担を負います。糖尿病において、眼

の毛細血管が損傷され、糖尿病性網膜症という合併症

を引き起こします。この場合、網膜にある光感知錐体と

杆体の破壊につながっていきます。糖尿病性網膜症で

は、栄養不足になり、視力へ進行的に影響を及ぼします。 

進行した段階で、機能不全の網膜毛細血管から網膜に

血液が漏れると、回復不能な失明を引き起こします。 未

治療のまま放置すると、網膜組織は代償的に新たな毛

細血管を生成しますが、これらの血管がとても弱く、重篤

な状態に進行し、瘢痕化や最終的に失明を引き起こす

可能性があります。

糖尿病性網膜症に対してピクノジェノール®の効果は、3

つの臨床試験において実証され、その内の1つであ

る、1169人の糖尿病患者を対象とした多施設共同現場

研究では、糖尿病性網膜症の治療および予防に有用

であると示しました。 [Spadea et al., 2001; Schönlau et 

al., 2002; Steigerwalt et al., 2009]。 詳細については、

『PYCNOGENOL® FOR EYE HEALTH（目の健康のた

めのピクノジェノール®）』のパンフレットをご参照ください。    
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尿中アルブミン試
験開始

6か月の治療後の尿中ア
ルブミン

ピクノジェノール® は、腎機能を改善します

http://www.pycnogenol.com/fileadmin/pdf/Application_brochures_jp/pycno_eye_health_jpn_QRcode.pdf
http://www.pycnogenol.com/fileadmin/pdf/Application_brochures_jp/pycno_eye_health_jpn_QRcode.pdf
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本文書に記載されている情報は、一般目的では使用しないでください。本文書に記載されている文章と情報は、米国食品医薬品局または他の保健当局の評価を受けていません。本製品は疾病

の診断、治療、治癒、予防を目的とするものではありません。ホーファー・リサーチ社は完成品を製造するメーカーに対してピクノジェノール®を原材料として供給しています。したがって、ホーファー・

リサーチ社は完成品の使用に関して一切の表明を行いません。完成品の使用に関する表明が、製品が販売される地域の規制および法的要件に完全に準拠していることを確認する責任は各メ

ーカーにあるものとします。

Horphag Research
Administrative Office
P.O. Box 80
71 Av. Louis Casaï
CH-1216 Cointrin/Geneva
Switzerland
Phone +41 (0)22 710 26 26
Fax +41 (0)22 710 26 00
info@pycnogenol.com
www.pycnogenol.com

ピクノジェノール®はホーファー・リサーチ社の登録商標です。

本製品の使用は複数の米国特許および他の国際特許により保護されています。


